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【学校教育目標】 
・自ら考え、進んで真理を求め、創造する生徒               ＜希望＞ 
・ひろい豊かな心をもち、礼儀正しく思いやりのある生徒       ＜誠実＞ 
・正しく判断し、責任と勤労を重んじて協力しあう生徒      ＜公正＞ 
・心身をきたえ、すこやかで何事にもねばり強くやりぬく生徒  ＜剛健＞ 

【吹奏楽部 定期演奏会】 

「素敵な取り組みとなった文化発表会」      

                                     活動部 髙橋 裕之 

新型コロナウィルス感染症の流行により、多くの学校行事に縮小という変化が求められました。昨年度から

５類扱いとなり、徐々に学校でも行事を通して生徒の成長を促す活動を取り戻してきているところです。その

ような中、今年度の文化発表会は、昨年度より一歩進んだ形で取り組み、生徒が達成感を感じる行事にしたい

と考えていました。 

今年度の生徒会テーマは『花束～みんなの個性を灯らせて～』です。一人ひとりの個性が、集まって綺麗な

花束を作りたい。そんな想いのつまった素敵な文化発表会になりました。 

特に３年生の活躍が光ったそんな１日でした。生徒会役員が中心となって会場全体を盛り上げた開会式・閉

会式、生徒会テーマを美術部の想いをこめて表した体育館入口の壁画、3年生代表の生活体験文「見て見ぬふ

り」・英語暗唱“ Free“The“Children”、東日本大震災の被害、防災・減災の必要性等を伝える語り部としての

役割を担った花中平和プロジェクト“「人権」「環境」の発表はどれも素晴らしいものでした。また、今年度から

復活させた学級合唱では、特に3年生は初めて学級として一つの曲に向き合い、難易度の高い表現に挑戦しま

した。体育祭同様に縦割り学級での交流会においても３年生が中心となって進め、1・2 年生の合唱の取り組

みをさらに高めるきっかけを作りました。当日も圧巻の歌唱力で会場を驚かせました。 

今年度から午後の演目とした吹奏楽部の演奏では、学校全体が一体となり、笑顔あふれる時間となりました。

素敵な吹奏楽部の演奏と盛り上げた３年生の存在が大きかったと思います。３週間にも及ぶ文化発表会の準備

活動、その成果は大きなものがありました。学級内で協力して取り組むことができたことも成果の一つですが、

互いに競い合いながら各学級の取り組みを認め合い、讃え合う姿が準備期間のあちこちで見られました。また、

当日の発表でも楽しいことに対して素直に見せる笑顔やすごい！と感じられるものに対する惜しみない拍手

は、今回の文化発表会で一番素敵な姿だったと思います。 

今回の団結力を生かして、今後さらに成長した姿を見せてくれると期待しています。今の姿に満足すること

なく、さらに良いものを追い求めて学校全体が成長していきたいと思います。 

 

 

  

 

 

  

 

  



合唱コンクールで金賞を受賞し

た 3年 4組が、市内音楽発表会に

参加しました。［10月 9日(水)］ 

文化発表会の時と同様に素晴ら

しい歌声を披露しました。 

 

10月 4日（金）第 38回文化発表会が行われました。全校生徒で分担して制作したステージバックは、生徒・保護

者・来賓の方々から、多くの好評を得ました。また、数年ぶりに学級合唱コンクールを行うことができました。各学年

による ESD（SDGｓ）に関連した発表は工夫されたものが多く、３年生の代表者による生活体験文発表・英語暗唱も

周囲を引きつける内容・態度であり、1・2 年生の模範となる発表でした。吹奏楽部による演奏、生徒会主催によるオ

ープニングやエンディング、学級 PR動画の公開時には、大きな歓声があがるなど、大いに盛り上がりを見せました。

全校生徒で創り上げた、大成功の文化発表会となりました。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 17日（木）生徒会選挙が行われました。全校生徒を前に、精一杯の自分の思いを述べる姿に、

頼もしさがありました。下記は、生徒会長に立候補した 2年 4組 澁谷あすかさんの立候補演説（一部）

です。これからの花中の新たな伝統づくりに期待しています。 

「私は、花川中学校が大好きです。私は、学校に行き、友達と話したり、授業でわからない問題を友達

と考えて解いたりすることが楽しくて好きです。休みの日に入ったら、早く学校に行って友達と話したい

なって思います。学校に行くことが、私の楽しみの 1つになっています。 

 学校が楽しいと思えると、自然と勉強や学級の活動に意欲がわき、前向きな気持ちになります。私は、

この学校を誰もが楽しいと思える学校にしたいです。私が生徒会長に当選したら、全校一人ひとりが学校

に行きたいなと思う活動や行事に全力で取り組みます。一緒に楽しくて、明るい花川中学校を創っていき

ましょう。」 

【第 38期 生徒会役員】 

役 職 氏名（学級） 役 職 氏名（学級） 

会 長 澁谷 あすか（２年４組） 生活委員長 佐々木  崇（２年１組） 

副会長 久末  愛梨（２年３組） 学習委員長 池田  優和（２年２組） 

副会長 佐々木 小春（１年１組） 保体委員長 西村  武留（２年１組） 

書記長 古川  瑞佳（２年３組） 図書委員長 吉村    華（２年２組） 

書記次長 佐野 はぐ実（１年３組） 美化委員長 入井  柚香（２年４組） 

議 長 小林  一葉（２年２組） 放送委員長 増田 ゆずか（２年４組） 

 

 

第 19回 こども俳句コンテスト中学生の部 

【優秀賞】 

１組 袴田 結衣花「若葉風 教室中を 駆け回る」 ２組 富田 粹「釣り人も 秋の景色の 一部なり」 

３組 堀口     煉「木下闇 天日遮る 柏の木」     ３組 森田 夏帆「知らぬ間に 小さくなった 夏の声」

４組 平井   晧大「朝霧や 覗く景色は 万華鏡」 

【佳作】 

1組 笠井 愛心 「ひまわりの 君に伝える 花言葉」 1組 中井 はな「桜咲く 笑顔あふれる 通学路」 

3組 中川 桜馬 「兄弟（けいてい）や 蝉の音色と 語る夜」  

 

10月 15日（火）第 2回 CS委員会が開催されました。CS委員に新

たに坪田清美さん（えるむの森認定子ども園園長）を迎え、前期の学校経

営や CSの活動について、中間反省を行いました。 

  



日 曜 行事予定など 部活 給食

1 金 ○ ○

2 土
　

○ ・

3 日
文化の日

○ ・

4 月
振替休日

○ ・

5 火
　校内授業研究会　'３学年得点通知表配布

第２回PTA運営委員会 × ○

6 水
会議日　３学年進路説明会(13:20～）

× ○

7 木
１・２学年学力テスト　 ３学年学力テストＣ

○ ○

8 金 〇 ○

9 土 ○ ・

10 日 ○ ・

11 月
各委員会

○ ○

12 火 ○ ○

13 水
会議日

× ○

14 木
教職員研修会

× ×

15 金
全学年得点通知表配布　生徒総会

○ ○

16 土
市P連ミニバレー交流会

○ ・

17 日 ○ ・

18 月
通学バス運行開始

高校生インターンシップ① ○ ○

19 火
　高校生インターンシップ②

○ ○

20 水
会議日

× ○

21 木
各委員会　３学年後期期末テスト

１・２学年後期中間テスト範囲表配布 ○ ○

22 金
三者懇談① 再

16:00 ○

23 土
勤労感謝の日

○ ・

24 日 ○ ・

25 月
三者懇談② 再

16:00 ○

26 火
三者懇談③ 再

16:00
○

27 水
三者懇談④ 再

16:00
○

28 木
三者懇談⑤ 再

16:00
○

29 金
三者懇談⑥ 再

16:00
○

30 土 ○ ・

 

 ☆ 11月の予定 ☆ 

文化発表会を終えて 
----------------------------------------- 

「感謝状」 

  三年生一同 様 

花川中に歌声が戻ってきた。それを実感する文化

発表会だった。長く分断された伝統を取り戻すこと

には大変な苦労が伴う。最初の学年として、その重責

を担った君たちは、初めての経験に大きな戸惑いを

覚えただろう。 

 どうすればいいのか・・・。迷いの中でも、君たち

は、一生懸命合唱に取り組んだ。昨日よりも今日、今

日よりも明日、より良い歌を届けようと必死に努力

した。また、競いながらも、他学級に自然と拍手でき

る敬意の気持ちも忘れなかった。 

君たちのその姿を見て、一・二年生は、努力するこ

との素晴らしさ、最上級生の看板を背負うことの重

さをしっかり目に焼き付けたことだろう。 

君たちが残した一歩は、 

やがて伝統として花川中学校に 

根付いていく。その最高の一歩 

を刻んでくれた三年生を誇りに 

思い、感謝の気持ちを込めこの感謝状を贈る。 

 

これまでの文化発表会と異なり、出来ることが多くな

った分、新しい花川中の文化発表会を創り上げるまで、

困難や苦労も多かったと思います。 

花中の「顔」として取り組んだ３年生に、３学年の先

生方から、感謝状が贈られました。 

 

  

 

お子さんとご家庭で話題にしてみませんか？ 


